
 

 

いちごの農作業マニュアル 

 

 

                                                                                

 

 

 

 

１．いちごの作型  
 
作 型 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 

促成栽培 

△△△△△△△△△△△◎◎◎ →→→→→ □□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□ 

           ☆☆☆ 

記号名 △育苗  ◎定植  ☆花芽形成促進  →生育  □収穫 

 

２．管内の主な品種  

さちのか 
 
 

３．作 業  

（１）定植 

必ず花芽分化を確認し、苗を植え付け 

ます。植えるときは、苗の向き（花房の 

出る方向）を揃えて、根は深く、株元は 

浅く植えます。 
 

※いちご特有の言葉を覚えておきましょう。 
 

  

いちごの苗は、下の図のように繋がって
います。 
このつながりを「ランナー」と呼びます。 
 
植える向きが重要です。 
ランナーを畦の内側に向けて植えるの
で、ランナーを覚えておきましょう。 

① 安全に作業しましょう！ 
・いちごの作業は案外重労働です 
・同じ姿勢が続きます。腰痛には注意しましょう 

② いちごは丁寧に扱いましょう！ 

  ・いちごの果皮はデリケート、収穫作業には熟練が必要です 

  ・髪の毛など異物混入は厳禁です 

いちごの苗の株元の部分を「クラウン」と言
います。クラウンを埋め込んでしまってはい
けません。 
 
植える深さが重要です。 
クラウンを埋め込まないように植えるので、
クラウンという言葉を覚えておきましょう。 

＜ランナー＞ 

ランナー 

ランナー 

クラウン 

＜クラウン＞ 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 １  ２ 

定植するいちご苗 
ランナーを切った側を畦の 
内側に向けて植えます。 

← ランナーを 
切った側 

植え方が重要! !  

〇 これが正解 × 間違い 

ランナー 
を切った側 

→ ← ランナー 
を切った側 

苗を圃場に運びます。10ａ当たり
7,000株くらい植えます。 

株間は揃えます。株間の印どおりの位置に
軽く穴を開けます。 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）マルチング 

マルチングは、10月下旬を目安に、 

花房が上がる前に行います。 

花梗は折れやすいのでマルチングの 

前日はやや水やりを控え、日中の葉が 

萎れ気味となった頃から作業を始めます。 

マルチング後10～15日間は、畦肩部 

までマルチを上げて根の張りを促しま 

しょう。 

苗の土の面と畦の 
土の面が同じくらい 
の高さに植えます。 

１畦2条植えです。定植後、根が張
るように、たっぷり水を与えます。 

ランナー切った側を内側 

に向けて植えてよ。 

クラウンを深く埋めんように 

植えてよ。 

 ３ 

クラウンを埋めてしまわないよう
浅植えにします。 
もちろん、ランナーを切った側を

畦の内側に向けて植えます。 

定植の動画は 
こちら 

マルチングの 
動画はこちら 



 

 

（３）摘花（摘蕾・摘果） 

大きい実を収穫するため、草勢に応じて花（実）を摘み取ります。 
第１果房は10果以下とし、第２果房以降は小さい花を摘み取ります。 
                                                                                         
 

 

 

 

 

 

 

 

 

        摘花前                 摘花後 
 

（４）収穫 

収穫作業は素人には任せられない繊細な作業です。 
生産農家の方にコツをお聞きしました。 

「いちごの肌はデリケート。絶対ににぎってはいけない！痛んでしまう。」 
「慣れのひとことだけどな！気合いとリズムだ！ い～ち にっ くぃ」 

もうひとつ気をつけることは、いちごの実は緑の「がく」が着いて 
いなければいけないことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

い～ち  

②実の肩のところに人差し指と親指を添え
ます。ここで強く実をにぎってはいけませ
ん。軽く優しく、添えてください。 

③人差し指と親指で軽く引っ張るよう  
にひねります。このとき、実に力を入れて
はいけません。引っ張りすぎると「がく」
がとれてしまいます。 

 １  ２ 

 ４  ３ 

「がく」が大事 

赤丸部分を摘み取ります。 

①色づいた実を薬指と中指で挟みます。 

にっ  くぃ  

摘花の動画はこちら 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）パック詰め 

パック詰め作業は最も難しい作業のひとつで、商品づくりの大事な作業です。 

いちごの実はデリケートで傷つきやすいので、何回もさわらないように丁寧にパック詰め

します。ひとつひとつ、形や大きさが違うので、慣れるまでは時間がかかってしまいます。 

 

いちごの規格はしっかり守ります。 

 

☆ 作業環境を整えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収穫した実をもろぶたに丁寧に入れていきます。 
このとき、効率良く、パックに詰めることができ 
るように、大きさなどの規格で固めておきます。 

左に枝付き、右からM、Ｌと入れています。 

 ５ 

 1  2 

効率的に作業が行えるよう置き場所を整えま
す。収穫したいちごを右手側に、箱（パックが
４つはいる）を左手側に置きます。 
箱はＭ、Ｌ、２Ｌと並べておきましょう。 

机の上のポリシートや秤は決まった位置に 
配置します。 
規格表は見やすいところに貼っておきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
いちご農家は「手と目が大きさを覚えているんだ。」と言いながらも、必ず規格表を 

身近に貼っています。入り数を確認しましょう。 
大きさの異なるいちごが入ると商品価値が下がります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
マニュアル作成にあたり、 
「近田農園」にご協力いただきました！ 

 
本資料についての問い合わせ先 
阿南・那賀未来の農業づくり協議会 
阿南農業支援センター 
〒774-0030 阿南市富岡町あ王谷46 
TEL：0884-24-4182 

いちごをそっと持ち、パックに詰めていきま
す。規格ごとにパックに詰めていきます。 

慣れるまでは詰めたパックの重さを確認しま
しょう。 

きれいに並べて、押さえつけず、動かないよ
うポリシートをかけます。 

できたパックは次々と規格別箱に入れていき
ます。１箱に４パック入れて、完成です。 

 ３  ４ 

 ５  6 

いちごは実の大きさが 
異なると、入り数と入れ 
方も変わりますので注意 
しましょう。右の写真が 
Ｌ、左が２Ｌです。 

パック詰めの 
動画はこちら 


